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地域包括支援センター通信

　右図は、高齢者の事故のうち「不慮
の溺死及び溺水」による死亡者数の増
加傾向を示しています。
　特にその約７割が「家」、「居住施設」
の「浴槽」で起きています。平成23年
以降、「交通事故」によ
る死亡者数より多く
なっています。

守口市地域包括支援センター
小学校区担当地区 相談先

よつば（旧大久保・旧東）・梶・藤田・八雲東（大日東町1番～10
番） 守口第１地域包括支援センター   ℡ 06-6904-8900

庭窪・金田・佐太 守口第２地域包括支援センター   ℡ 06-4393-8401

八雲・下島 守口第３地域包括支援センター   ℡ 06-6908-2808

守口・八雲東（大日東町1番～10番を除く）・さつき（旧滝井） 守口第４地域包括支援センター   ℡ 06-4250-7878

さつき（旧春日）・さくら（旧三郷・旧橋波） 守口第５地域包括支援センター   ℡ 06-6992-1180

寺方南（旧寺方・旧南）・錦 守口第６地域包括支援センター   ℡ 06-6997-3336

　これからも元気な生活が続けられるよう、高齢者を対象とした運動や健康、介護予防に関する講演会や教室をお住
まいの地域で開催しています。詳しくは市内の地域包括支援センターまで問い合わせください。

入浴中の事故を防止するために、特に以下の点について確認しておきましょう。

▽入浴前に脱衣所や浴室を暖めましょう。
▽ 湯温は41℃以下、湯につかる時間は10分までを目安にしま
しょう。
▽浴槽から急に立ち上がらないようにしましょう。
▽ 食後すぐの入浴、またアルコールが抜けていない状態の入浴
は控えましょう。
▽ 精神安定剤、睡眠薬などの服用後の入浴は危険ですので注意
しましょう。
▽入浴する前に同居者に一声掛けて、見回ってもらいましょう。
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相談窓口　
▽不当な差別的取り扱いを受けた
▽合理的配慮を提供してもらえなかった   など
問障がい福祉課
℡06-6992-1630
FAX06-6991-2494

▽障がい福祉に関する総合的な相談
問守口市基幹相談支援センター
℡06-6993-5601
FAX06-6993-9647

　12月から2月の冬場に起こりやすい浴槽での事故として「ヒートショック」があります。ヒートショックとは急激な
温度の変化によって血圧が大きく変動するなど、体に大きな負荷がかかることで起こり、失神・不整脈などの症状が
見られます。重症の場合は死に至ることもあり、持病がない健康な人にもヒートショックは起こります。

入浴中の事故は、持病がない場合、前兆がない場合でも発生するおそれが！
→高齢者本人が注意するとともに、家族など周りの人も一緒に事故を防ぐことが大切です。

問高齢介護課(くすのき広域連合守口支所)　℡06-6992-1610
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資料：消費者庁「冬季に多発する入浴中の事故にご注意ください！（2018.11.21）」より転載
図　高齢者の不慮の溺死及び溺水による死亡者の年次推移

うち、「家」、「居住施設」の「浴槽」における死亡者数 （参考）交通事故

入浴時の「ヒートショック」に注意！

出展：消費者庁ホームページ


